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 福岡地区退職者連絡会は、５月６日

と18日、会員の拡大と更なる親睦を図

ることを目的に、佐賀県神埼市と北九

州市門司区で行われたＪＲ九州ウォー

キングに参加、新緑の美しい自然豊か

な肥前路のコース約14キロと、レトロ

感溢れるコース約９キロの道のりを

ゆっくりと楽しみました。 

 当日は晴天に恵まれ、絶好のウォー

キング日和のなか、元気にスタート。

長距離のコースは体力的にも心配され

ましたが、全員が無事にゴール。まだ

まだ若い人には負けられないと頼もし

い声も聞かれました。 

 終了後の懇親会でも、疲れを感じさ

せない元気な姿が見られ、参加者相互

間の融和を図りました（＝写真） 

 退 職 者 連 絡 会 で は、今 後 も レ ク

リェーションを企画しながら、会員同

士の更なる親睦と、会員拡大にむけた

取り組みを強化していくこととしてい

ます。 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
で
は
「
す
べ
て
の
Ｊ

Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故
・
重

大
労
災
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
運
動
を

方
針
化
し
て
お
り
、
福
岡
県
協
で

は
具
体
的
な
取
り
組
み
を
展
開
す

る
た
め
、
他
産
業
の
安
全
対
策
の

事
例
を
学
び
な
が
ら
、
安
全
に
対

す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く

目
的
で
、
今
回
初
め
て
「
安
全
交
流

会
」
を
開
き
ま
し
た
。 

 

安
全
交
流
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州

労
組
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、
貨
物
鉄
産

労
、
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
労
組
、
小
倉

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
労
組
か
ら
24

名
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
13
名
）
が
参

加
、
北
九
州
市
の
㈱
安
川
電
機
の

工
場
を
視
察
し
、
最
先
端
の
モ
ノ

づ
く
り
に
、
安
全
最
優
先
で
取
り

組
む
事
例
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
安

川
電
機
労
働
組
合
と
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。
（
＝
写
真
） 

 
 安

衛
委
員
と
の
意
見
交
換
会
も 

  

意
見
交
換
会
終
了
後
は
、
各
職

場
の
安
全
衛
生
委
員
が
集
ま
り
、

安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置
や
運

営
、
審
議
事
項
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
分
か
れ
て
各

職
場
の
安
全
衛
生
委
員
会
の
現
状

や
取
り
組
み
、
今
後
の
課
題
な
ど
、

安
全
衛
生
委
員
会
の
在
り
方
に
つ

い
て
討
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
で
は
「
安
全
衛

生
管
理
体
制
に
空
白
職
場
を
つ
く

ら
せ
な
い
」
こ
と
を
重
要
な
視
点

と
し
て
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、

安
全
衛
生
委
員
の
意
見
を
採
り
い

れ
な
が
ら
、
安
全
対
策
の
原
点
で

も
あ
る
職
場
に
お
け
る
具
体
的
な

活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
安

全
の
確
立
と
分
会
の
活
性
化
に
努

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
福
岡
県
協
議
会
（
福
岡
県
協
）
は
５
月
29
日
、
北
九
州

市
で
「
第
１
回
安
全
交
流
会
」
を
開
き
、
他
産
業
の
安
全
へ
の
取
り

組
み
を
学
ぶ
と
と
も
に
「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事

故
・
重
大
労
災
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
職
場
の
安
全
衛
生
委
員
と
の
意

見
交
換
会
も
行
わ
れ
、
職
場
に
お
け
る
安
全
管
理
体
制
の
確
立
に
む

け
、
具
体
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

安
倍
首
相
が
意
欲
を
示
す

憲
法
改
正
、
と
り
わ
け
憲
法

改
正
の
発
議
要
件
で
あ
る
憲

法
96
条
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
本
格
化
し
て
き
た
。

▼
憲
法
96
条
は
憲
法
改
正
を
国
会

が
発
議
す
る
の
に
必
要
な
、
衆
参
両

議
員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
と
、
国

民
投
票
で
過
半
数
の
賛
成
を
得
る
こ

と
を
必
要
と
す
る
も
の
を
定
め
た
も

の
で
、
今
回
、
こ
れ
を
衆
参
両
議
員
の

２
分
の
１
以
上
の
賛
成
が
あ
れ
ば
発

議
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
▼
最
高
法
規
で
あ

る
憲
法
の
改
正
に
、
通
常
の
立
法
よ

り
も
厳
格
な
発
議
要
件
が
課
さ
れ

る
の
は
当
然
で
あ
り
、
時
の
政
権
や

政
治
状
況
に
よ
っ
て
揺
れ
動
く
も
の

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
改
正

の
具
体
的
な
目
的
も
示
さ
ず
、
手
続

き
だ
け
を
先
行
さ
せ
る
や
り
方
は
、

国
民
を
欺
い
て
い
る
と
し
か
思
え
な

い
。
▼
国
民
の
支
持
の
厚
い
、
憲
法
９

条
を
焦
点
と
せ
ず
に
、
表
面
的
な
手

続
き
の
問
題
と
見
せ
か
け
て
、
改
憲

を
実
現
し
て
し
ま
う
の
が
狙
い
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
姑
息
な
手
段
に
、
決

し
て
騙
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
夏

の
参
院
選
で
は
、
き
っ
ぱ
り
と
安
倍
政

権
に
Ｎ
Ｏ
を
突
き
付
け
よ
う
。 

ノ ー サ イ ド 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
５
月
８
日
～
９

日
、
東
京
都
内
で
「
第
17
回
Ｊ
Ｒ

連
合
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、
各
単
組

か
ら
36
名
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
か
ら

は
４
名
（
福
岡
地
本
よ
り
１
名
）
が

参
加
、
各
単
組
と
も
平
成
採
用
の

若
い
役
員
を
中
心
と
し
た
参
加
者

が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
世
代
交
代

を
印
象
付
け
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
（
＝
写
真
） 

 

初
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
坪
井
会
長
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
運
動
や
今
後
の
課
題
、
Ｊ
Ｒ

労
働
界
に
お
け
る
現
状
な
ど
講
演

を
い
た
だ
き
「
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
一

元
化
に
む
け
、
グ
ル
ー
プ
労
組
82

単
組
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
所
信
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
前
田
教
育
広
報
部
長

よ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
進
め
る
政
策

活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ

三
島
・
貨
物
会
社
の
経
営
安
定
化

を
は
じ
め
と
す
る
中
長
期
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
抱
え
る
政
策
課
題
な
ど
を
学

ん
だ
後
、
国
会
議
事
堂
と
衆
議
院

議
員
会
館
を
見
学
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
談
会
事
務
局
長
の
三

日
月
大
造
衆
議
院
議
員
と
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
中
原
政
治
部
長
が
、

労
働
組
合
と
政
治
活
動
と
し
て
講

義
し
「
労
働
組
合
と
政
治
活
動
は
、

私
た
ち
の
労
働
条
件
向
上
の
た
め

に
は
必
要
で
あ
り
、
政
治
に
無
関

心
で
も
無
関
係
で
い
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
、
政
治
活
動
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栃
窪
組

織
部
長
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た

後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
セ
ミ
ナ
ー

で
学
ん
だ
政
策
活
動
や
政
治
活

動
、
民
主
化
闘
争
に
つ
い
て
議
論

を
交
わ
し
な
が
ら
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ

連
合
の
仲
間
と
の
絆
と
連
帯
を
深

め
合
い
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
で
は
、
組
織
強

化
・拡
大
を
運
動
の
大
き
な
柱

に
据
え
、
今
年
度
も
Ｊ
Ｒ
九
州

労
組
へ結
集
さ
せ
る
こ
と
を
最
重

点
目
標
に
掲
げ
、
全
力
を
挙
げ

て
行
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
な
か
、
今
年
度
入

社
の
新
入
社
員
全
員
（福
岡
地

本
管
内
配
属
１
５
６
名
）が
、
私

た
ち
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
運
動
や

取
り
組
み
に
賛
同
し
、
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

更
な
る
組
織
拡
大
に
全
力
で 

 

取
り
組
も
う 

  

Ｊ
Ｒ
九
州
に
お
い
て
、
唯
一
組

合
員
の
雇
用
と
生
活
を
守
れ
る

の
は
私
た
ち
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
だ

け
で
す
。
一
企
業
一
労
働
組
合

の
達
成
に
む
け
、
組
織
の
総
力
を

挙
げ
て
、
更
な
る
組
織
拡
大
に

取
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。  


